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高知県緊急輸送道路ネットワーク計画等策定協議会



１．高知県緊急輸送道路ネットワーク計画について
(1) 計画策定の主旨

　「緊急輸送を確保するため必要な道路」（緊急輸送道路）は、地震直後から発生す

る緊急輸送を円滑にかつ確実に実施するために必要な道路であり、道路構造そのも

のの耐震性やネットワークの多重性・代替性が確保され、地震時にネットワークと

して機能することが重要である。

　このため、緊急輸送道路としてあらかじめ区間を設定し、緊急輸送道路の整備を

計画的に推進していくことが必要である。

　高知県では、阪神淡路大震災の教訓を踏まえて見直しされた高知県地域防災計画

を基本に各防災拠点等を連絡する道路網を確保し、今後の防災対策の推進を図るこ

とを目的として、平成 9 年 3 月に「高知県緊急輸送道路ネットワーク計画」を策定

した。

　その後、社会情勢の変化や道路の整備が進んだことを踏まえて、平成 22 年 3 月

に見直しを行っている。

　今回は、前回の見直し以降、新たな道路が供用されたことや道路法の改正により

重要物流道路制度が創設され、それを契機に新たな広域道路ネットワークとして「新

広域道路交通計画」を策定したこと、市町村による第 3 次緊急輸送道路の位置付け

が進んでいることなどを踏まえ、計画の見直しを行ったものである。

(2) 定義

　●緊急輸送道路

　高速自動車国道、一般国道及びこれらを連絡する幹線的な道路並びにこれら

の道路と都道府県知事が指定する防災拠点（地方公共団体等庁舎等の所在地、

救援物資等の備蓄地点等及び広域避難地など）とを連絡し、又は防災拠点を相

互に連絡する道路。

　●緊急輸送

　災害発生時における人命の安全、被害拡大防止、災害応急対応の円滑な実施

を図るための救助・救急・医療・消火活動及び避難者への緊急物資の供給等に

必要な人員及び物資等の輸送。

２．防災拠点の抽出
(1) 防災拠点抽出の考え方

　防災拠点については、高知県地域防災計画に基づく防災機関等を基に、災害発生

時における人命の安全・被害拡大防止・災害応急対策の円滑な実施に必要な拠点を

抽出する。

(2) 抽出結果

　防災拠点については、防災拠点一覧を参照のこと。

３．緊急輸送道路について
緊急輸送道路の種類（1次～ 3次）

①第 1次緊急輸送道路ネットワーク

・広域的な物資等の輸送を担う広域幹線道路

・県庁所在地、地方中心都市及び重要港湾、空港等を連絡する道路

・主に四国横断自動車道と一般国道（指定区間）により構成されており、骨格

的な道路網を形成

　　

②第 2次緊急輸送道路ネットワーク

・第 1次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点（警察・消防・自衛隊等

の救援拠点、病院等の医療拠点、集積拠点等）を連絡する道路

・主に一般国道（指定区間外）と県道により構成されており、補助幹線的な道

路網を形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③第 3次緊急輸送道路ネットワーク

・第 2次緊急輸送道路とその他の防災拠点を連絡する道路

・主に市町村道により構成

※対象道路は、供用中の道路及び事業中の道路。

４．これまでの経緯
平成　9年 3月　高知県緊急輸送道路ネットワーク計画の策定

平成 22 年 3 月　高知県緊急輸送道路ネットワーク計画の見直し

令和  5 年 2 月　高知県緊急輸送道路ネットワーク計画の見直し
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